
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7 年 ７ 月２ ３ 日 第４ 号 

合言葉 

★一歩前進、プラスワンで進化しよう 

明徳小学校 学校だより 

              明徳ブルーの夏 
校長  山 下 礼 子 

昔から北海道にも、本州の梅雨に似た「蝦夷梅雨」があると言われています。今年の 6～７月

の明徳は、雨に濡れる日も、汗ばむ真夏日もあり、気温差や暑さによる体調管理が心配されまし

た。そのような中でも、子どもたちは自然の中で思い切り体を動かし朝からグラウンドを走って

体力をつけたり、エアコンの効いた教室で集中して学習を進めたりと、学び、感じ、元気いっぱ

いに過ごしました。 

さて、本日で１学期の学習を全て終えることができました。「３日会わざれば目を新たにして

見よ」という言葉の通り、短い期間にも関わらず、子どもたちは、日々目を見張るような成長を

見せてくれました。授業だけではなく、遊びや体験、スタミナタイム、ふるさと学習、行事など、

学びの場面は多岐に渡ります。中でも印象深かったのは、「かゆさんプロジェクト」（仮称：名

称はこれから子どもたちと決めていく予定）。女優・朗読家の鈴木佳由さん、音楽家の西井夕紀

子さんと共に、子どもたちは明徳小の好きな場所を選び、自ら足を運び、聞こえてくる音を自分

の声や楽器で表現しました。シナリオも楽譜もない、子どもたちだけの小さなオーケストラは、

「自分たちの学校の魅力」に改めて気づく貴重な機会となりました。こうした活動を通して子ど

もたちの夢（願いやなりたい自分等）を実現していく力を身につけていき、「主体的に取り組む

子」を育んでいきたいと考えています。それにしても「子どもの感性は凄い！」と感動したので、

子どもたちが見つけたことをいくつか紹介します。 

≪子どもたちの見つけた明徳の「好き」な風景≫  

◎明徳ブルーの空に映える、ダイナミックに泳ぐ鯉のぼり  

◎鬼ごっこやボール遊びでにぎわう体育館 

◎小鳥や花、カメムシなどの虫たちに出会える学校の裏山  

◎毎日美味しい給食を作ってくれる給食室  

◎教室の窓から見える十勝岳連峰と田園風景、心地よい風  

こうした一つひとつの感動が、子どもたちの心にふるさとへの愛着を育んでいくのだと感じま

した。今はインターネットで様々な情報や知識、映像に簡単に触れられます。子どもたちの口か

ら、「知ってる、見たことある」といった言葉をよく聞きますが、それはあくまで情報。体験し

て感じたことこそが、心に残る本当の学びです。   

いよいよ２６日間の夏休みが始まります。小さなことでもかまいません。感動や失敗、達成感

や悔しさなど、“本物の体験”を通して、子どもたちの心に残る夏になることを願っています。

教職員も夏季休業中は、２学期に向けて準備を整え、心新たにスタートできるよう努めて参りま

す。始業式に元気な笑顔がそろうのを楽しみにしています。 

保護者・地域の皆様には１学期を通じて温かなご支援をいただき、心より感謝申し上げます。

子どもたちの心に残る楽しくて幸せな思い出がたくさんできました。ありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 １２日（火）学校閉庁日 

１３日（水）学校閉庁日 
１４日（木）学校閉庁日 
１５日（金）学校閉庁日  
１９日（火）２学期始業式 ４時間授業  

職員会議 
２０日（水）水泳学習 

２１日（木）ふるさと６年（リモート） 
２２日（金）夏休み自由研究発表会 児童会 
２３日（土）上南 P 研究大会 
２６日（火）芸術鑑賞会 
２７日（水）午前授業（研修会のため） 
２８日（木）集合学習（低学年） 
２９日（金）集合学習（中学年） 

８月 行事予定 

合同避難訓練 
11 日（金）、第４分団と 

の合同避難訓練を行いまし 
た。今回は給食室からの出 
火を想定した訓練でした。子どもたちは素
早く避難することができました。「命を守
る」大切な学習です。消防署の方から「火
事で怖いのは煙」とお話がありました。第
４分団の方、ありがとうございました。 

困った時は友達と協力 ～５ 、６ 年生 修学旅行～ 

 ８日（火）、９日（水）と５、６年生６名は札幌方面に修学旅行に行っ 
てきました。美沢小学校と美馬牛小学校との合同修学旅行です。エスコン 
フィールド北海道見学や札幌自主研修などを行いました。三校合同の自主 
研修では、他校の友達との交流を深めながら、円山動物園や白い恋人パー 
クの見学を行いました。子どもたちの修学旅行で学んだことの一つに「困 
った時は友達と協力すれば解決できる」ということがあります。友達同士 
の楽しい時間の中で、子どもたちはその場の状況を考えて、子どもなりに 
正しい道を判断し、行動していたようです。学校に戻ってきた５、６年生 
は少したくましい顔になったような気がします。 

総合 七彩さんとの交流 
３日（木）、３・４年生が七彩さんとの交流を行いました。七彩さんの利用者の方が、 

楽しめるように「ビンゴ大会」や「折り紙」で交流を深めました。この総合的な学習で 
は地域の方との交流を通して、「だれにとってもやさしい町づくり」について考えます。 
子どもたちなりに、地域の方との交流を通して、明徳地区の街について考えていきます。 

夏休み中の学校への連絡 
 夏休み中に入院、事故等の連絡がある場合は、学校まで連絡をお願いします。また、8/9（土）～8/17
（日）は美瑛町役場代表（92-1111）、または、meitokusho-renraku@biei.ed.jp（エラーが返ってき
た場合は別のメールサービスをご利用ください）まで連絡をお願いします。 
夏休み中に体育館で「運動したい」「遊びたい」等の希望があれば、学校まで連絡してくださ
い。平日に保護者の方の責任で使用することができます。地域の方もどうぞ。 

「ぼくのびた」 ～熱中症に気をつけよう～ 
 今月の保健室前の掲示は熱中症予防についてです。熱中症予防で大切なこと 
を「ぼくのびた（僕、のび太）」で表しています。「ぼ」…帽子をかぶろう「く」 
…ぐっすり寝よう「の」…喉が渇く前に水分をとろう「び」…日陰に休もう 
「た」…食べよう朝ご飯 です。夏休み中も暑い日が続きますが、熱中症に気 
をつけて元気に過ごしてください。 

きめ細やかな指導 
 ３日（木）、美瑛町教育委員会の方による学校訪問があ
りました。授業参観や学校の教育活動の説明を行いまし
た。教育委員会の方からは「きめ細やかな指導が行われて
いる」「少人数でもお互いに高め合う授業が行われてい
る」というお話を頂きました。教師と児童の距離が短く、
「きめ細やかな指導」は明徳小学校の大きな特長です。こ
れからも明徳だからできる教育を大切にし、子どもたちの
成長を支えていきたいと考えています。 


